












要約:文京区のアレルギー健診から必要があると判断された者147名中122名が東大分院小

児科を受診し検査を受けた。受診時の状態からアトピー性皮膚炎と診断されたものは疑い

例も含めて 95 名であった。血液検査にて総 IgE 値が 50 単位以上の明らかな高値を示した

者は 18 名おり、RASTでは卵白に対してスコアー2以上の陽性所見は 121名中 43 名(35.5%)

に見られた。牛乳は 13 名(10.8%)、大豆は 119 名中 4 名のみ陽性であった。1 年後のアン

ケート調査では 122名中 87 名の解答が得られ、東大分院小児科受診時の診断でアトピー性

皮膚炎もしくはその疑いとされた者 68名中 35名が同疾患を継続してもっており、そのう

ち 4名に気管支喘息がみられた。異常なしと判定された者 16 名から 1名気管支喘息が発症

したが、その例は IgE 低値、RAST も陰性であった。少数例ではあるが健診時における栄養

法と一年後における有疾患率には有意な差はみられなかった。健診事業の継続調査を通じ

て乳児期早期の栄養法とアレルギー性疾患発症との関連を更に考察していく必要がある。 


